
鳥取県北栄町

３実施方法について

実施方法 補助事業（町独自）

事業費 1,000千円（平成30年度）

理由 認定就労訓練事業所が行う訓練事業において、地域資源の
開拓と連携、他分野他施策との協働、地域課題に対する新た
な事業展開などによる多様な就労機会の提供を目的の一つに
し、生活困窮者対策を核とした地域づくりの活動に対して町
独自で支援を行っているもの。

事業概要 ○地域内の産業との連携、福祉別分野の事業と連携を図りな
がら多様な就労の機会を提供するための工夫ある取組に対し、
町独自で補助金を交付。

○補助対象：運営費（機械リース料、保険料、修繕費）。補
助率：10/10（上限100万円）

○現在実施されている取組
• 他分野他施策との連携：障害者就労継続支援Ｂ型事業とと
もに就労訓練事業を実施。パン・菓子製造。

• 当地基幹産業（農業）との連携：自主栽培だけでなく他生
産者等への労力援助も実施（出荷作業、選果場作業、草
刈）。

• 地域交流から地域課題を把握し、作業化できるものを就労
訓練で実施：住民交流会を通じ活動の周知を図るとともに
ニーズ（道の補修、家の片付け、畑の除草作業）を把握。

その他 事業実施者数：１事業所（社会福祉法人）

４事業実績（H30年度）

５事業実施のポイント ～中間的就労の場の育成～
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６取り組んで良かったこと

○収入確保が必要ながら一般就労が難しい方に対し、一定額の収入
を確保できる就労を提供できる場としての受け皿となっている。
○地域と連携する中で多様な職種の仕事を提供することができてい
る。

●「雇用型」の就労訓練の場の確保
就労訓練事業において、賃金水準の確保と採算性の両立が
難しい中で、雇用型にこだわった仕事の確保につながる積極的
かつ新たな取組への支援。
●地域と連携した取組
地域と連携する中で、事業所の固有業務にとどまらず地域内
にある多業種の仕事が提供できる可能性が広がる。

新規相談受付件数人口１０万人当た
り(件）

プラン作成件数人口１０万人当たり
(件）

14.7

48.7

一月当たり

一月当たり

認定就労訓練事業

就労・増収率(％）

就労支援対象者数人口１０万人当た
り(件） 一月当たり 28.1

22.9

認定就労訓練事業所数 就労訓練利用者

1事業所 4人（全て雇用型）

・経済的困窮への
具体的支援
・地域・社会からの
孤立解消

困窮就労訓練

・高齢農家の労力
不足対策
・耕作放棄地対策
・地域内の軽作業
支援

農業、地域課題

・就労支援・工賃UP
・障がいに対する理

解の促進

障がい者就労

地域内の連携による課題解決


